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2 議会だより　23年４月

平成23年度当初予算可決 平成23年度当初予算可決 
一般会計 30億7,000万円 
特別会計 18億1,630万円 
総　　額 48億8,630万円 

第
１
回
定
例
会 

平
成
23
年 

　
平
成
23
年
第
１
回
定
例
会
は
、
3
月
1
日
開
会
し
、
条
例
の
一
部
改
正
、
22
年
度
各

会
計
補
正
予
算
、
23
年
度
予
算
を
承
認
可
決
し
ま
し
た
。
陳
情
、
議
員
発
議
に
よ
る
意

見
書
等
を
採
択
し
、
3
月
22
日
閉
会
し
た
。
 

内
　
訳 {

22年度継続事業 4億7,017万円 
（繰越明許費） 

共同調理場建設事業　  3億6,748万円 

こども学遊館増床事業　 　 1,107万円 

椋記念図書館整備事業　 　 2,162万円 
村道7号線道路改良事業　　7,000万円 

平成23年度　喬木村予算（一般会計・特別会計）
前年対比
（％）前年度予算額本年度予算額会 計 名

101.330億3,000万円30億7,000万円一 般 会 計

104.85億2,300万円5億4,800万円国 民 健 康 保 険

特　

別　

会　

計

100.36,210万円6,230万円後 期 高 齢 者 医 療

103.66億4,600万円6億6,900万円介 護 保 険

95.91億7,000万円1億6,300万円村 営 水 道

143.22億1,300万円3億0,500万円下 水 道

97.27,100万円6,900万円農 業 集 落 排 水

103.647億1,510万円48億8,630万円一般会計・特別会計の合計
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重　点　施　策 

主　な　新　規　事　業 

平成23年度 

一般会計　前年度比較表 

■予防接種事業拡大 …1,623万円 

■アスティ跡地公園付帯施設整備 …2,600万円 

■阿島傘展示施設建設 …630万円 

■運動公園テニスコート改修 …3,192万円 

消防団員優遇措置 
農業振興の村単支援事業の拡充 
学校共同調理場の建設（繰越明許費） 

■消防団優遇措置 …………108万円 

■村単雇用奨励補助事業 …150万円 

■分譲用宅地整備等 ……1,675万円 

■住宅用地取得補助 ………120万円 

主　な　拡　充　事　業 
■自治振興交付金 ………1,800万円 

■村単農業補助事業 ………567万円 

■村単道路整備 ………7,244万円 

村税 
15.1％ 

議会費1.9％ 

総務費 
13.5％ 

衛生費 
6.6％ 農林水産業費 

6.6％ 

7.1％ 11.3％ 

民生費 
27.7％ 

26.7％ 

公債費 
12.5％ 

衛生費 
6.6％ 農林水産業費 

6.6％ 

7.1％ 11.3％ 
0.6％ 0.6％ 

12.2％ 

民生費 
27.7％ 

26.7％ 

14.2％ 

1.3％ 

12.0％ 

9.8％ 

1.3％ 0.3％ 0.3％ 

地方交付税 
45.7％ 

国庫支出金 
8.1％ 

県支出金 
4.9％ 

9.0％ 9.0％ 

2.1％ 2.1％ 
3.3％ 3.3％ 

4.4％ 4.4％ 

4.5％ 
0.6％ 0.6％ 

45.4％ 

2.8％ 

1.2％ 

地方譲与税 
1.2％ 

消防費 
5.9％ 

教育費 
10.3％ 

公債費 
12.5％ 

12.0％ 

9.8％ 

4.5％ 4.5％ 

土木費 
13.9％ 

商工費0.7％ 分担金及び負担金 
2.8％ 

財産収入 
0.5％ 

繰入金7.3％ 

繰越金4.6％ 

使用料及び手数料 
1.1％ 

15.3％ 

1.3％ 

23年度 

22年度 

歳入 
歳出 
目的別 

地方消費税 
交付金　1.8％ 

自動車取得税 
交付金 
0.3％ 

地方特例 
交付金 
0.3％ 

1.7％ 

0.3％ 
0.2％ 

諸収入0.7％ 

村債 
5.4％ 

7.7％ 

予備費0.4％ 
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条
例
改
正
等

○
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

者
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

保
育
料
違
算
問
題
に
よ
る

減
額
処
分
に
よ
る

○
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

保
育
料
違
算
問
題
に
よ
る

減
額
処
分
に
よ
る

○
喬
木
村
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

住
基
カ
ー
ド
普
及
拡
大
の

た
め
当
分
の
間
無
料

○
喬
木
村
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正

出
産
育
児
金
を　

万
円
に

３９

引
き
上
げ
る

○
喬
木
村
保
育
所
設
置
条
例

の
一
部
改
正

保
育
料
算
定
基
準
の
明
確

化計
画
の
変
更

○
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設

の
総
合
整
備
計
画
の
策
定

　

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
建
設

に
伴
う
計
画
変
更

補
正
予
算

◇
一
般
会
計
（
第
５
号
）

　

４
７
１
３
万
円
の
増
額

陳
情
者

　

喬
木
村
１
２
２
６
８

　

福
澤
賢
司

　

関
係
機
関
に
意
見
書
を
提

出議
員
発
議

◇
飯
田
下
伊
那
地
域
に
お
け

る
医
療
体
制
の
充
実
強
化

を
求
め
る
意
見
書

　

関
係
機
関
に
意
見
書
を
提

出請
負
契
約

◇
学
校
共
同
調
理
場
建
設
工

事
建
築
工
事
に
神
稲
建
設

㈱
と
１
億
３
８
０
７
万
円

で
請
負
契
約
に
同
意

◇
学
校
共
同
調
理
場
建
設
工

事
機
械
設
備
工
事
に
㈱
シ

ノ
ダ
設
備
と
１
億
４
９
１

０
万
円
で
請
負
契
約
に
同

意

平成23年 第1回 臨 時 議 会 

平成22年度　補正予算（3月）

予算総額補正額会　　計　　名

38億1,951万5千円4,713万8千円 一般会計（第5号）

5億3,274万4千円△721万８千円円国民健康保険（第4号）
特
別
会
計

6,137万2千円△8６万７千円後期高齢者医療（第2号）

6億6,979万8千円99万5千円介 護 保 険（第4号）

2億2,177万2千円増減無し下 水 道（第3号）

予算・契約 
条例改正  全議案可決 

計
画
策
定

◇
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画

の
策
定

　

増
額
契
約

 

１
３
７
１
万
円

契
約
の
変
更

◇
平
成　

年
度
社
会
資
本

22

整
備

総
合
交
付
金
事
業
道
路

改
良

工
事
変
更
請
負
契
約
の

締
結

補
正
予
算

一
般
会
計

歳　

入
安
心
安
全
な
学
校
づ
く
り
・
き
め
細
や
か

な
交
付
金 

7
4
9
7
万
円

公
共
施
設
整
備
基
金
繰
入
金

 

2
億
0
0
0
0
万
円

学
校
教
育
施
設
等
整
備
事
業
費

 

5
8
0
0
万
円

歳　

出
共
同
調
理
場
建
設
事
業

 

3
億
6
7
4
8
万
円

予
備
費 

△ 
3
4
3
9
万
円

　

平
成　

年
第
１
回
臨
時
議
会
が
１
月　

日

23

27

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
に
村
長
か
ら

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
計
画
策
定
、
変
更
請

負
契
約
・
平
成　

年
度
補
正
予
算
を
可
決
し
、

22

保
育
料
の
違
算
問
題
に
関
る
特
別
職
等
の
減

給
処
分
議
案
は
、
否
決
し
た
。

陳　
　

情

◇
国
保
の
広
域
化
で
は
な
く
、

国
の
財
政
支
援
機
能
の
強

化
を
求
め
、
顔
の
見
え
る

市
町
村
国
保
で
、
健
康
と

暮
ら
し
を
守
る
陳
情
…
…

採
択

◆一般会計・特別会計補正

予算総額補正額会計名

37億7,237万7千円3億3,526万2千円一般会計（第4号）
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委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
条

例
の
一
部
改
正
２
件
、
辺
地

に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合

整
備
計
画
の
策
定
、
国
土
利

用
計
画
の
策
定
、
平
成　

年
２２

度
補
正
予
算
（
一
般
会
計
・

下
水
道
特
別
会
計
）
と
、
平

成　

年
度
一
般
会
計
予
算
・

２３
特
別
会
計
予
算
（
村
営
水
道
・

下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
）

に
つ
い
て
審
査
の
結
果
、
当

委
員
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決

し
た
。

処
分
。

　

村
政
懇
談
会
で
保
育
料
の

違
算
問
題
を
、
村
民
が
納
得

す
る
説
明
を
さ
れ
た
い
。
村

民
は
不
信
感
を
持
っ
て
い
る
。

　

％
の
根
拠
が
理
解
で
き
な

１０い
等
の
意
見
が
あ
り
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
た
。

　

年
度
補
正
予
算
か
ら

２２
　

年
度
末
の
予
算
精
査
に
よ

る
減
額
補
正
が
主
な
も
の
。

　

旧
ア
ス
テ
ィ
跡
地
整
備
は
、

売
買
契
約
の
遅
れ
か
ら
年
度

内
に
マ
レ
ッ
ト
コ
ー
ス
の
整

備
が
で
き
な
い
。
遊
具
や
子

ど
も
が
遊
べ
る
場
所
等
の
要

望
が
有
り
、
整
備
計
画
を
再

検
討
し　

年
度
で
対
応

２３

す
る
。

　

村
道
の
鞍
馬
地
籍
の

除
雪
要
望
が
出
さ
れ
、

臨
時
対
応
し
た
い
。

　

年
度
予
算
か
ら

２３
　

交
流
セ
ン
タ
ー
の
借

地
を
、
買
収
し
て
村
有

地
と
さ
れ
た
い
。
富
田

若
者
住
宅
は
、
表
示
登

記
が
完
了
し
、
売
買
価

格
も
通
知
し
て
お
り
、

売
却
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

３
件
、
平
成　

年
度
補
正
予

２２

算
（
一
般
会
計
・
国
保
、
後

期
高
齢
者
医
療
、
介
護
保
険

の
特
別
会
計
）、平
成　

年
度

２３

予
算
（
一
般
・
国
保
、
後
期

高
齢
者
医
療
、
介
護
保
険
）

を
審
査
の
結
果
、
当
委
員
会

は
い
ず
れ
も
可
決
し
た
。

　

審
査
質
疑

　
　

年
度
補
正
予
算
か
ら
一

２２
般
会
計
の
補
正
の
中
で
、
こ

ど
も
学
遊
館
は
建
築
し
て
１

年
ほ
ど
で
設
計
変
更
だ
が
問

題
は
な
い
か
と
の
質
疑
が
あ

り
、
当
初
２
階
の
建
設
予
定

で
あ
っ
た
が
、
事
業
費
の
関

係
で
出
来
な
か
っ
た
。
耐
震

の
関
係
は
問
題
無
い
。

　
　

年
度
予
算
か
ら

２３

　

タ
ク
シ
ー
券
で
な
く
給
油

券
へ
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

今
後
協
議
し
た
い
。

　

さ
く
ら
の
園
の
障
害
者
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
９
０
０
万

円
の
追
加
の
理
由
と
当
初
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
は
考
え
て
な

か
っ
た
の
か
と
質
問
が
あ
っ

た
が
、
建
築
基
準
法
の
関
係

　

審
査
質
疑

　

保
育
料
の
違
算
問
題
に
よ

る
減
給
処
分
を
行
う
村
長
・

副
村
長
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
で
、
損
失
額

が
臨
時
議
会
時
の
２
倍
で
、

な
ぜ
提
案
内
容
が
同
じ
か
。

　

％
減
額
の
根
拠
は
何
か
。

１０
　

減
給
処
分
は
判
例
が
無
く

今
回
も
同
じ
提
案
、
損
失
金

額
を
補
填
す
る
も
の
で
な
い
。

　

％
減
は
理
事
者
の
判
断
で
、

１０責
任
を
明
確
に
す
る
た
め
の

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

で
つ
く
れ
な
か
っ
た
。
今
度

補
助
が
つ
く
こ
と
と
な
っ
た

た
め
工
事
を
行
う
。

　

中
学
校
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド

床
の
改
修
に
つ
い
て
今
年
度

は
プ
ー
ル
サ
イ
ド
床
の
改
修

だ
け
の
予
定
。

　

「
国
保
の
広
域
化
で
は
な

く
、
国
の
財
政
支
援
機
能
の

強
化
を
求
め
、
顔
の
見
え
る

市
町
村
国
保
で
、
健
康
と
暮

ら
し
を
守
る
陳
情
」
は　

月
１２

議
会
で
継
続
と
な
っ
て
い
た

が
、
審
査
の
結
果
、「
都
道
府

県
単
位
の
広
域
化
を
行
わ
な

い
こ
と
」
に
つ
い
て
は
ど
う

な
の
か
と
の
意
見
が
出
さ
れ

た
が
、
採
択
す
る
こ
と
に
決

し
た
。

　

議
案
発
議
の
「
飯
田
下
伊

那
地
域
に
お
け
る
医
療
体
制

の
充
実
強
化
を
求
め
る
意
見

書
」
は
全
員
一
致
で
決
定
し

た
。

アスティー跡地公園視察

社会文教委員会

社
会
文
教
常
任
委
員
会

社
会
文
教
常
任
委
員
会



6 議会だより　23年４月

　

産
業
振
興
の
計
画
で

交
流
セ
ン
タ
ー
前
の
ガ

ラ
ス
ハ
ウ
ス
を
活
性
化
団
体

の
誰
で
も
使
え
る
直
売
所
に

で
き
な
い
か
。
ま
た
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
設
置
時
の
Ｊ
Ａ
の

補
助
に
該
当
し
な
か
っ
た
事

業
に
つ
い
て
村
の
対
応
は
。

　

火
葬
場
設
置
の
検
討
を
計

画
に
加
え
た
ら
ど
う
か
。

　

行
財
政
分
野
で
５
年
間
を

見
越
し
た
組
織
の
見
直
事
務

事
業
に
応
じ
た
職
員
数
の
検

討
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

　

む
ら
づ
く
り
委
員
会

で
、
活
性
化
事
業
の
拠

点
で
あ
る
交
流
セ
ン
タ
ー
全

体
の
方
向
性
を　

年
度
に
考

２３

え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ

の
中
で
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
の
利

用
も
考
え
た
い
。
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
の
補
助
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
農
家
に
つ
い
て
は
何

ら
か
の
方
法
を
考
え
、
北
部

火
葬
場
に
つ
い
て
も
５
月
以

降
の
動
向
を
見
な
が
ら
進
め

た
い
。

　

組
織
の
見
直
し
で
は
難
し

い
判
断
と
な
り
ま
す
が
、
行

政
評
価
や
職
員
数
の
検
討
結

果
を
総
合
的
に
判
断
し
て
か

ら
見
直
し
を
進
め
て
い
く
。

Q

A

　

村
の
将
来
人
口
予
測

で
は
平
成　

年
は
６
３
０

３２

４
人
、　

歳
以
上
の
割
合
は

６５

　

・
３
％
で
、
特
に
大
島
地
区

３３で
は　

・
３
％
に
達
す
る
。
今

６８

後
税
収
ア
ッ
プ
の
見
込
め
な
い

自
治
体
の
多
く
が
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
し
な
が
ら
コ
ス
ト

を
下
げ
る
方
策
を
練
っ
て
い
る
。

そ
の
切
り
札
の
ひ
と
つ
が
「
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
委
託
」
だ

と
思
う
。

　

第
４
次
総
合
計
画
の
後
期

計
画
が
３
月
議
会
に
提
出
さ
れ

た
。
民
間
委
託
に
つ
い
て
村
は

今
後
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ

て
い
る
か
。

Q

A

特養喬木荘

交流センター前のガラスハウス

総合振興の後期見直し事業は
筒　井　正　司　議員

村
長 総合的に判断で見直しをする

役
場
業
務
の
一
部
を
民
間
委
託
へ

木　

下　

壽　

雄　

議
員

村長

現
状
維
持
し
な
が
ら
検
討
す
る

　

特
養
喬
木
荘
と
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
を
指
定
管

理
者
に
し
て
あ
る
。
保
育
園

や
共
同
調
理
場
、
上
下
水
道

な
ど
は
村
で
導
入
し
て
い
く

と
な
れ
ば
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
あ
り
方
を
、
現
状
維
持
し

な
が
ら
村
民
の
意
見
を
聞
い

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

一
般
的
に
都
市
部
で
は
受

け
皿
と
な
る
事
業
者
も
多
い

が
、
村
に
お
い
て
は
そ
の
事

業
者
が
あ
る
か
、
そ
の
点
も

含
め
て
考
え
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
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昨
年　

月
農
業
委
員

１２

会
か
ら
「
喬
木
村
農
業

施
策
に
関
す
る
建
議
書
」
が

村
長
に
提
出
さ
れ
た
。
農
業

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
分
析
か

ら
農
業
活
性
化
事
業
、
耕
作

放
棄
地
解
消
事
業
な
ど
５
つ

の
項
目
に
つ
い
て
村
が
講
ず

る
べ
き
支
援
施
策
が
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

　

他
町
村
の
動
き
も
含
め
、

農
委
か
ら
建
議
さ
れ
た
各
種

支
援
策
を
新
年
度
予
算
・
施

策
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ

る
の
か
。

Q

A

　

平
成　

年
度
一
般
会

２３

計
当
初
予
算
は
、　

億
３０

７
０
０
０
万
円
で
あ
り
、　

２２

年
補
正
の
繰
越
を
含
め
る
と

　

億
７
０
０
０
万
円
の
大
型

３４事
業
で
あ
る
。
共
同
調
理

場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
、

ア
ス
テ
ィ
跡
地
整
備
、
予
防

接
種
補
助
等
多
く
の
事
業
を

計
画
し
て
い
る
が
、
何
に
重

点
を
お
い
た
予
算
編
成
か
。

　

保
育
料
算
定
誤
り
で
、
２

０
０
０
万
円
余
が
、
事
務
処

理
ミ
ス
で
徴
収
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
そ
の
対
応
と
、
今
後

の
信
頼
回
復
の
方
針
は
。

Q

A

五反田地区宅地造成予定地

女性農業委員の活動

平
成　

年
度
予
算
の
重
点
は

23

森　

谷　

博　

之　

議
員

村長

維
持
修
繕
事
業
の
大
幅
増
へ

農業委員会からの
建議書に対する支援策は

大　平　武　司　議員

村
長

新規就農者等に多方面から支援制度
を創設した。

　

自
立
の
む
ら
づ
く
り

を
目
指
し
た
平
成　

年
１７

以
降
、
道
路
や
河
川
整
備
な

ど
の
基
盤
整
備
に
対
す
る
投

資
を
抑
え
て
き
た
が
、
一
定

の
健
全
化
を
図
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
生
活
基
盤
の
維
持

修
繕
事
業
を
大
幅
に
拡
大
し

た
。

　

保
育
料
算
定
誤
り
は
、
村

側
に
責
任
が
あ
り
、
総
合
的

に
判
断
し
追
加
徴
収
は
行
わ

な
い
。
ま
た
、
村
民
に
理
解

を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
村
政

懇
談
会
で
説
明
を
し
て
い
く
。

　
　

年
度
予
算
策
定
に

２３
当
た
り
、
建
議
書
の
内

容
を
検
討
す
る
中
で
、
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
の
持
続
的

発
展
の
た
め
に
、
農
地
・
人
・

技
術
の
三
本
柱
を
立
て
た
。

　

作
り
や
す
い
農
業
、
地
域

の
実
情
に
あ
っ
た
農
業
、
都

市
と
農
村
を
つ
な
ぐ
体
験
交

流
型
農
業
を
目
指
す
観
点
か

ら
、
新
規
就
農
者
、
担
い
手

へ
の
支
援
、
営
農
団
地
設
立

の
支
援
、
農
業
機
械
リ
ー
ス

支
援
等
の
多
方
面
か
ら
支
援

で
き
る
制
度
を
創
設
し
た
。

少
し
で
も
遊
休
農
地
、
後
継

者
問
題
に
歯
止
め
が
か
か
れ

ば
と
考
え
る
。
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保
育
料
過
少
徴
収
問

題
を
村
長
と
し
て
、
そ

の
責
任
の
所
在
も
含
め
て
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る

か
。

　

溯
っ
て
は
徴
収
し
な
い
と

保
護
者
に
云
っ
て
い
る
が
こ

れ
に
は
多
く
の
批
判
が
あ
る
。

徴
収
に
努
力
し
て
い
く
こ
と

が
行
政
の
あ
る
べ
き
姿
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　

２
２
０
０
万
円
の
財
政
的

損
失
を
村
民
に
押
し
付
け
な

い
で
、
村
長
ら
自
ら
最
大
限

の
給
与
賞
与
退
職
金
な
ど
の

減
額
を
自
主
的
に
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

Q

A

　

平
成　

年
４
月
に
県

２２

の
企
画
部
で
「
な
が
の

こ
ど
も
、
子
育
て
応
援
県
民

会
議
」
が
中
心
で
家
庭
優
待

パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
が
開
始
さ

れ
た
。

　

今
村
で
は
高
森
、
喬
木
の

商
工
会
だ
け
利
用
で
き
る
サ

ン
プ
レ
ミ
ア
カ
ー
ド
を
発
行

し
て
い
る
が
、
広
範
囲
に
使

用
で
き
る
優
待
パ
ス
ポ
ー
ト

事
業
に
参
加
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　

年
度
予
算
の
中
で
自
治

２３
振
興
交
付
金
の
見
直
し
で
中

山
間
地
域
の
振
興
を
ど
う
考

え
農
業
の
各
種
補
助
金
の
拡

充
で
農
業
の
振
興
を
ど
の
様

に
考
え
て
い
る
か
。

Q

A

商工会の宣伝旗

北保育園入園式

な
が
の
子
育
て
家
庭
優
待
パ
ス
ポ
ー

ト
事
業
の
参
加
は

横　

前　
　

豊

議
員

村長

商
業
振
興
を
考
え
れ
ば
慎
重
な
検
討
を
。

保育料違算問題は
太　田　　忠　議員

村
長 責任は非常に重く感じている。

　

村
で
は
子
育
て
支
援

と
商
業
支
援
の
目
的
で

サ
ン
プ
レ
ミ
ア
カ
ー
ド
を
実

施
し
て
い
る
の
で
パ
ス
ポ
ー

ト
事
業
は
村
の
商
業
振
興
を

考
え
れ
ば
、
慎
重
に
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

自
治
振
興
交
付
金
の
見
直

し
は
、
地
域
支
援
係
数
に
よ

り
地
域
を
支
え
る
仕
組
み
で

地
域
の
人
達
と
こ
の
制
度
を

利
用
し
な
が
ら
発
展
で
き
る

方
向
で
進
め
て
い
く
。

　

各
種
補
助
金
は
短
期
間
で

そ
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
る
と

思
わ
な
い
が
、
あ
る
程
度
の

期
間
年
月
を
か
け
る
中
利
用

者
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
後

期
計
画
と
の
整
合
性
を
検
討

し
た
い
。

　

長
期
に
わ
た
っ
て
発

見
で
き
な
か
っ
た
と
い

う
事
に
対
す
る
責
任
は
非
常

に
重
く
感
じ
て
い
る
。
徴
収

に
つ
い
て
は
算
定
を
誤
っ
た

村
側
に
一
方
的
な
責
任
が

あ
っ
て
、
過
少
算
定
さ
れ
た

保
護
者
側
に
は
責
任
は
無
い
。

保
護
者
側
は
算
定
通
知
に
基

づ
き
保
育
料
を
納
め
て
い
る
。

又
、
保
育
料
の
算
定
方
法
に

つ
い
て
説
明
が
不
十
分
だ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
事
か
ら
徴
収

し
な
い
と
し
た
。
金
額
的
に

特
別
職
等
の
減
給
処
分
額
で

は
、
は
な
は
だ
回
復
す
る
金

額
と
は
思
え
な
い
が
、
事
例

を
参
考
に
こ
の
提
案
を
し
た
。
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保
育
料
算
定
ミ
ス
の

原
因
は
役
場
組
織
体
制

と
担
当
職
員
の
勉
強
不
足
に

あ
っ
た
と
思
う
。
ま
た
チ
ェ
ッ

ク
体
制
が
不
十
分
だ
っ
た
と

思
う
。
村
民
か
ら
は
追
加
徴

収
す
べ
き
だ
、
弁
償
責
任
は

ど
う
か
、
村
長
、
副
村
長
の

責
任
は
ど
う
か
等
の
意
見
が

あ
る
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
不
祥

事
を
起
こ
さ
な
い
た
め
、
ど

の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い

る
か
。

　

肺
ガ
ン
の
早
期
発
見
の
た

め
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
検
診
に
つ
い

て
、
エ
ッ
ク
ス
線
に
よ
る
リ

ス
ク
は
あ
る
と
思
う
が
こ
の

検
診
に
補
助
の
考
え
は
な
い

か
。

Q

A

保育園の通園

保
育
料
算
定
ミ
ス
の
対
応
は

原　
　

東　

彦

議
員

村長

追
加
徴
収
は
し
な
い

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
は
ど
の
よ
う

な
目
的
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
設

立
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
設
立
準
備
会
の
構

成
団
体
は
、
ど
の
よ
う
な
組

織
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
健
康
づ

く
り
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は

大
変
良
い
事
で
あ
る
が
、
村

の
担
当
窓
口
は
バ
ラ
バ
ラ
で
、

各
々
の
取
り
組
み
と
な
っ
て

い
る
現
状
で
費
用
対
効
果
に

つ
い
て
の
検
証
は
で
き
て
い

る
の
か
。

　

こ
の
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
機

会
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健

康
づ
く
り
事
業
の
窓
口
を
教

育
委
員
会
の
社
会
体
育
部
門

に
統
一
し
、
専
門
性
の
高
い

職
員
を
配
置
す
る
の
は
ど
う

か
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
の
国
県

の
補
助
金
を
介
護
予
防
策
と

し
て
全
村
民
を
対
象
に
利
用

す
る
こ
と
は
可
能
か
。

Q

A

村民卓球大会

総合型地域スポーツクラブの
設立は

大　原　裕　夫　議員

村
長
「生涯スポーツ社会の実現」に向け
スポーツに親しめる環境作りを目指す

　

保
育
料
違
算
に
つ
い

て
は
当
時
の
決
裁
体
制

か
ら
、
算
定
事
務
を
チ
ェ
ッ

ク
す
べ
き
理
事
者
が
誤
り
を

発
見
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

原
因
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
村

側
に
一
方
的
な
責
任
が
あ
り
、

過
少
算
定
さ
れ
た
保
護
者
側

に
は
責
任
が
な
い
こ
と
を
考

慮
し
て
追
加
徴
収
は
し
な
い

と
の
判
断
を
し
た
。

　

事
務
移
管
に
よ
る
チ
ェ
ッ

ク
体
制
の
強
化
等
、
再
発
防

止
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
は
、
厚
労

省
の
指
針
や
、
村
の
肺
ガ
ン

の
現
状
を
見
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

　

研
究
委
員
会
で
検
討

中
で
あ
る
が
、
大
き
な

目
的
と
し
て
は
、
地
域
住
民

が
主
体
と
な
り
、
よ
り
多
く

の
人
々
が
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動

に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
に

貢
献
で
き
る
ク
ラ
ブ
を
目
指

す
。

　

研
究
委
員
会
の
検
討
結
果

に
よ
る
が
、
準
備
委
員
会
の

体
制
は
目
的
に
即
し
た
拡
充

を
考
え
て
い
く
。

　

村
の
組
織
に
つ
い
て
は
、

連
携
・
統
合
に
よ
り
更
に
効

果
が
上
が
る
組
織
・
職
員
体

制
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

介
護
保
険
補
助
金
の
使
途

は
、
規
定
に
よ
り
対
象
者
は

限
定
さ
れ
て
い
る
。
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中
小
零
細
建
設
業
者

の
廃
業
・
失
業
が
相
次

い
で
い
る
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
制
度
は
住
宅
の

改
修
の
さ
い
、
行
政
が
そ
の

経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制

度
で
あ
る
。
自
治
体
の
業
者

に
限
り
仕
事
を
回
し
て
い
く

の
で
、
税
金
が
循
環
し
、
地

域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
。

こ
の
事
業
を
前
向
き
に
考
え

て
い
る
か
。

　

阿
島
傘
指
導
者
・
育
成
講

座
の
来
年
度
方
針
は
。
６
０

０
万
円
の
阿
島
傘
展
示
室
の

新
築
の
目
的
と
概
要
は
。
和

傘
の
里
と
し
て
の
発
信
方
法

は
。

Q

A

　

「
公
共
建
築
物
等
に

か
か
る
木
材
利
用
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
が
、
昨

年
の　

月
施
行
さ
れ
た
。

１０

　

こ
の
法
律
で
は
、
木
材
利

用
の
促
進
に
よ
っ
て
地
球
温

暖
化
防
止
、
国
土
保
全
、
地

域
経
済
の
活
性
化
等
を
目
指

し
て
い
る
。
国
が
木
材
利
用

の
基
本
方
針
を
定
め
、
県
及

び
市
町
村
も
方
針
を
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
な
っ
て
い

る
が
、
村
の
基
本
方
針
を
ど

の
よ
う
に
考
え
、
定
め
る
の

か
。

　

林
業
は
、
就
業
者
の
減
少

と
高
齢
化
に
よ
る
森
林
の
荒

廃
化
の
な
か
、
林
業
担
い
手

の
現
状
と
課
題
は
何
か
。

Q

A

森林組合プレカット工場

改築中の住宅

公
共
建
築
物
の
木
材
利
用
促
進
の
基
本

方
針
は
。

小　

澤　
　
　

博

議
員

村長

木
材
利
用
促
進
を
今
後
考
え
た
い
。

住宅リフォーム助成制度を前向
きに考えているか

元　島　賞　子　議員

村
長 早期に取り組み、研究を進める。

　

県
で
は
、
昨
年
の　
１２

月
県
産
材
利
用
方
針
を

改
定
し
た
。
本
村
で
は
法
律

で
想
定
し
て
い
る
学
校
・
社

会
福
祉
施
設
、
公
営
住
宅
等

の
建
築
は
計
画
し
て
な
い
が
、

　

年
度
に
県
産
材
に
よ
る
阿

２３島
傘
展
示
室
の
建
設
を
予
定

し
て
い
る
。
木
材
の
利
用
促

進
を
今
後
考
え
た
い
。

　

林
業
も
農
業
と
同
様
に
、

木
材
価
格
の
低
迷
、
後
継
者

不
足
、
高
齢
化
等
多
く
の
問

題
が
山
積
し
て
お
り
、
担
い

手
が
育
た
な
い
。
育
林
作
業

に
対
応
で
き
る
補
助
制
度
を

拡
充
し
た
の
で
、
こ
の
制
度

の
普
及
を
図
り
た
い
。

　
　

年
度
予
算
作
成
に

２３
あ
た
り
検
討
し
た
経
過

も
あ
る
が
、
確
か
に
こ
の
制

度
は
、
い
ろ
い
ろ
な
経
済
効

果
等
が
上
が
っ
て
く
る
か
と

思
う
。
商
工
会
、
商
工
組
合

等
の
連
携
を
深
め
る
中
で
早

期
に
取
り
組
め
る
研
究
を
進

め
る
。

　

三
年
目
は
本
格
的
な
指
導

者
を
育
成
す
る
事
を
目
標
に
、

完
成
度
の
高
い
技
術
の
習
得

の
た
め
の
講
習
を
予
定
し
て

い
る
。
建
設
計
画
の
建
て
も

の
は
、
伝
承
館
二
階
の
展
示

資
料
や
収
納
物
を
展
示
し
た

り
、
傘
作
り
の
道
具
も
納
め

る
。
検
討
す
る
中
で
今
後
に

繋
げ
た
い
。
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喬
木
村
の
例
規
集

は
、
Ａ
４
版
で
全
二
巻

に
４
０
０
件
余
の
条
例
・
規

則
等
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

毎
年
三
月
の
定
例
議
会
閉
会

ま
で
に
制
定
・
改
正
さ
れ
た

も
の
を
含
め
、
全
巻
印
刷
し

製
本
さ
れ
て
い
る
が
、
追
録

の
量
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、

毎
年
の
全
巻
印
刷
が
最
良
の

策
か
疑
問
を
感
じ
る
。

　

今
年
度
の
例
規
集
の
印
刷

部
数
と
配
付
先
は

　

追
録
の
方
法　

と
し
て
、

バ
イ
ン
ダ
ー
に
よ
る
加
除
式

も
考
え
ら
れ
る
が
、
単
価
を

比
較
し
た
結
果
か

Q

A

喬木村例規集

例
規
集
の
追
録
は昼　
神　

二
三
男　

議
員

村長

全
巻
印
刷
が
有
利

◇
保
育
料
の
違
算
問
題

議
長　

原　
 
嘉 
俊 

－

議
会
は
ど
う
対
応
し
た
か－

　

保
育
料
の
算
定
に
誤
り
が

あ
っ
た
こ
と
が
発
覚
し
、
昨

秋
以
来
、
村
当
局
は
過
去

６
ヶ
年
に
わ
た
る
、
違
算
内

容
の
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
２
１
９
７

万
円
余
の
未
収
分
が
、
こ
の

２
月
末
に
明
ら
か
と
な
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

　

会
議
は
、
２
月
中
旬
に
保

育
料
の
違
算
問
題
を
よ
り
深

く
理
解
し
、
適
切
な
判
断
を

す
る
た
め
の
勉
強
会
を
全
議

員
で
行
い
、
広
く
論
議
を
重

ね
ま
し
た
。

　

本
来
、
保
育
料
は
村
の
保

育
所
設
置
条
例
に
も
と
づ
き

そ
の
徴
収
基
準
の
定
め
に
よ

り
、
算
定
す
る
も
の
で
す
が
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
務
的

ミ
ス
が
発
生
し
て
い
た
の
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
間

違
い
が
起
こ
っ
た
の
か
、

チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
働
い
て
い

な
か
っ
た
の
か
、
保
護
者
の

不
公
平
感
は
ど
う
か
、
追
加

徴
収
の
姿
勢
は
ど
う
か
、
責

任
の
所
在
は
、
等
々
、
村
当

局
の
説
明
を
受
け
て
、
議
員

間
で
論
議
を
重
ね
ま
し
た
。
そ

し
て
各
議
員
は
、
こ
の
問
題

　

今
年
度
の
印
刷
部
数

は
、
一
、
二
巻
合
わ
せ

て　

セ
ッ
ト
で
、
議
員
、
理

２０
事
者
お
よ
び
庁
舎
一
階
、
二

階
、
教
育
委
員
会
、
交
流
セ

ン
タ
ー
へ
配
布
し
て
あ
る
。
費

用
は
、　

万
６
千
円
で
あ
る
。

３３

　

バ
イ
ン
ダ
ー
に
よ
る
加
除

式
で
は
、
台
本
整
備
に
約　
７０

万
円
、
年
一
回
の
追
録
で
も

　

〜　

万
円
か
か
る
。

３０

３５

　

条
例
等
の
制
定
・
改
正
の

量
の
多
少
で
コ
ス
ト
の
増
減

は
あ
る
が
、
現
行
の
年
度
毎

の
印
刷
が
有
利
で
あ
る
。

の
本
質
的
あ
ら
ま
し
を
理
解

し
た
う
え
で
、
３
月
定
例
議

会
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

　

村
当
局
は
、
本
問
題
の
責

任
を
明
確
に
す
る
た
め
、
村

長
、
副
村
長
、
教
育
長
の
減

給
処
分
に
か
か
わ
る
議
案
を

上
程
さ
れ
た
。

　

議
案
審
議
の
過
程
で
は
、

・
村
の
一
方
的
な
事
務
上
の

ミ
ス
の
た
め
追
加
徴
収
は
し

な
い
。

・
執
行
者
の
減
給
処
分
が
軽

す
ぎ
る
と
す
る
意
見
と
そ
の

逆
も
あ
っ
た
。

・
今
後
の
算
定
業
務
を
業
者

に
委
託
す
る
こ
と
の
是
非
。

・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵

守
な
ど
の
論
議
が
あ
っ
た
が
、

結
論
と
し
て
賛
成
多
数
で
原

案
を
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
今

後
絶
対
に
起
こ
し
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
再
発
防
止
に
向
け

た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法

令
遵
守
）
の
常
時
徹
底
と
村

当
局
へ
反
省
を
求
め
る
と
共

に
、
議
会
も
ま
た
し
っ
か
り

と
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
は
た
し
、

取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

議　会　報　告 
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私
た
ち
第
二
小
学
校
読
み

聞
か
せ
の
会
は
、
平
成　

年
１８

６
月
か
ら
毎
月
一
回
、
月
曜

日
の
朝
の
時
間
の
読
み
聞
か

せ
と
、
秋
の
読
書
旬
間
中
の

一
日
に
読
み
聞
か
せ
に
入
っ

て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
、
児
童
の
家

族
や
地
域
の
方
で
、
現
在
は

　

名
が
登
録
し
て
活
動
し
て

１２き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
読
み
聞
か
せ
の

プ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
始

め
た
当
初
は
手
探
り
の
状
態

で
、
選
書
に
し
て
も
読
み
方

に
し
て
も
毎
回
大
丈
夫
だ
ろ

う
か
、
楽
し
ん
で
く
れ
た
だ

ろ
う
か
と
心
配
し
て
い
ま
し

た
。
け
れ
ど
、
少
し
ず
つ
子

ど
も
た
ち
と
も
親
し
く
な
り
、

顔
を
覚
え
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
る
と
、
読
み
手
の
私
た

ち
自
身
が
学
校
に
足
を
運
ぶ

こ
と
が
楽
し
み
で
、
今
で
も

も
ち
ろ
ん
毎
回
緊
張
は
し
ま

す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ

顔
が
み
た
い
、
と
い
う
気
持

ち
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
読
み
聞
か
せ
の
メ

ン
バ
ー
確
保
が
一
番
の
課
題

で
す
が
、
子
ど
も
の
た
め
に

続
け
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

読み聞かせ

　

東
日
本
大
震
災
で
被
害
を

受
け
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見

舞
申
し
上
げ
、
一
日
も
早
い

復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
と
原
発

事
故
の
影
響
に
よ
る
重
大
な

事
態
が
続
く
中
、
各
地
の
祭

り
も
自
粛
ム
ー
ド
で
静
か
な

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

地
震
、
津
波
と
自
然
災
害

の
脅
威
を
つ
く
づ
く
思
い
知

ら
さ
れ
た
東
日
本
大
震
災
を

き
っ
か
け
に
山
間
地
域
の
多

い
喬
木
村
で
も
、
も
う
一
度

防
災
対
策
を
見
直
し
、
想
定

外
の
災
害
や
環
境
に
対
す
る

影
響
を
把
握
し
て
お
く
事
が

必
要
と
思
い
ま
す
。

第
二
小
読
み
聞
か
せ
の
会富　

田　
　
　
　
　
　
　
　

塩　

澤　

真
由
美

多数の傍聴者（３月議会）

この村で 

編
集
委
員
会

委

員

長　

横

前　

豊

副
委
員
長　

小

澤　

博

委　
　

員　

元

島

賞

子

委　
　

員　

森

谷

博

之

委　
　

員　

昼
神
二
三
男

議会改革の取り組み進む

○議会改革の視察　大町市

 23年2月3日

○3月議会より始める

・ホームページへ議会の会議内容の掲載

・一般質問の項目をクリンネットで事前

に知らせる

○議会だよりモニター導入の検討に入る




